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ものづくり挑戦と工学基礎技術の獲得

1 . はじめに

技術部のものづくりプロジェクトでは， 特に 1 年生

を含めた学部生を対象にして， ものづくり挑戦と様々

な工学基礎技術の獲得を表題に掲げた ． 受講生のもの

づくりへの好奇心の掴養と創造する楽しさの発見を目

的として，6つのテーマを実施した．

2. 実施テーマ

以下に， その6つのテーマについて報告する ．

1 ）盲学校児童に贈る音声式教具の開発

昨年開発した「音声式点字タイフ。教具jを生産 コ ス

ト（手間・原価）面から再検討し ， 改良型（司rpe2)

とした. 3日間の製作セミナーには， 応募者3名に加

え 3 昨年の受講生が立ち上げた学生寄贈フ
。

ロジェクト

からも9名が参加し， 完成した教具2台を熊本県・富

山県の盲学校に寄贈した受講生はその後， 学生プロ

ジェクトに合流して九州｜沖縄の盲学校への寄贈に尽力

し， 新聞でも紹介される等， 本テーマが起点となって

今や全国規模の取組みへと発展しつつある． 教具は，

点字だけでなく幼児期の自立活動や知的障碍児の学習

支援にも大変有効との報告が各地から寄せられている ．

図l 熊本県立盲学校での贈呈の様子

2）反応性スバッタ装置の作製

本テーマで、は， 企業での装置開発の経験を有する博

士後期課程の学生をアドバイザーに迎え，機器分析・

化学， 装置開発， 計測制御各WGの連携により， 装置

開発・｛機の流れを学生に体験してもらうことに主眼

をおいた．
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また， 作製の過程や装置評価の際に生じる諸問題に

ついて， 学生が技術職員と共に原因について考えるこ

とで問題解決力を養えるよう考慮、した． はじめに導入

教育として， 装置の原理やスバッタを施された物がど

のような製品となり社会に流通しているかを学んだ ．

作製にあたっては設計図を理解するところから始め，

加工 ， 組立へと進めた． 特に組立はチャンパー 内の洗

浄やフランジ組み付けの際の コ ツ等を指導した． 本テ
ーマは昨年度から取り組んでいるが， これまでの教育

効果として， 社会人経験者とこれから社会へ旅立つ学

生が触れ合うことで， コ ミュニケーション能力の向上

につなげられたのではと感じる． なお， 本装置は 25

年度より工学研究機器センターにて運用を開始する予

定である ．

図2 完成したスパッタ装置

3) WebベースのAndroi dアプリ開発・実装体験

情報WGでは， スマー トフォンやタブレッ卜PCの

OSとして大きなシェアをもっAndroid上で動作する

アプリケーションを開発する講習会を開催した． アプ

リケーションの開発は， タイルプログラミングという

手法で、行った． アプリケーションをAndroid端末に実

装して動作確認する事で，受講者にAndroidアプリケ
ーション開発の一連の流れを体験してもらった ． さら

に、 具体的な応用例としてタッチセンサーや加速度セ

ンサー， Bluetooth 等の様々な技術も用いて， 実際の

用途に応用できるようにした． 参加者全員が全てのテ
ーマについて開発を行う事ができ， 満足のいくアンケ

ートの回答が得られた ．






